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い

わ

ゆ
る

〈

『

左

伝
』

の

微
言
構
造
〉

に
つ

い

て

井

上

了
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本
論
の

目
的

Shuohlln 　 Unlverslty

　
儒
教
の

経
典
は

古
来、

周
公
旦

や

孔
子
な

ど

古
の

聖

賢
に

よ
っ

て

著
さ

れ

編
ま

れ

た

も

の

と

観
念
さ

れ

て

き
た
。

だ

が

近
世
以
降
の

文
献
学
的
な

研
究
に

よ

り、

多

く

の

経
伝
は
、

伝
承
さ

れ

る

ほ

ど

占
く
は

な
い

こ

と

が

明
ら

か
と

さ

れ

た
。

た

と
え
ば
『

周
礼
』

は

西
周
初
期
で

は

な
く
戦
国
末
か

ら

漢
代
に

か

け

て、
『

左
伝』

も

春
秋
末
期
で

は

な
く
戦
国
後
期
以

降
に

整
理
・

完
成
さ

れ

た

も
の

だ

と

い

う
こ

と

が、

今
日

で

は

常

識
と

な
っ

て

い

る
。

　
し

か

し

最
近、
『

左
伝
』

な

ど

複
数
の

経
伝
に

各
々

の

「

正
統
観
」

を
示
す
暗
号
を

見
出

し、

こ

れ

ら

の

解
読
を

軸
と

し
て

中
国
古
代
史
や

思

想
史
を

再
構
成

せ

ん

と

す
る

試
み

が
、

東
京
大
学
を

中
心
と

し

て

盛
ん

に

進
め

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

こ

の

運
動
の

中
心
で

あ
る

同
大

学
院
教
授
の

平
勢
隆
郎
氏
に

よ

る

と
、

『

左
伝
』

は

戦
国
中
期
の

韓
王
国
が
自
己

の

正

統
性
を

暗
示
す
る

た

め

編
纂
し

た

予
言
書
と

さ

れ
、

ま

た

『

春
秋
』

・
『

穀
梁
伝
』

・
『

周
礼
』

も
そ

れ

ぞ

れ

田

斉
．

中
山
．

燕
の

正

統
観
を
暗
示
し

て

い

る

た

め、

こ

れ

ら

の

戦

国
王
国
に

よ

っ

て

完
成
さ
れ

た

と

解
さ

れ

る
。

　
平
勢
説
は
艱
深
で

あ
り

、

明

ら

か

と

さ

れ

た

「

微
言
構
造
」

は

隠
晦
で

あ
る

。

し

か

し

こ

れ

ら

は

単
に

『

左
伝』

な
ど

の

成
立
時
期
に

つ

い

て

修
正

を
迫
り

、

中
国

思
想
史
お

よ

び

政

治
史
に
つ

い

て

根
本
的
な

再
考
を
求
め

る

提
案
で

あ
る

に

と
ど
ま

ら

な
い

。

『

春
秋
』

三

伝
や

『

周
礼
』

・
『

尚
書
』

な

ど

の

資
料
性
に

対
し
て

本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1）

的
な

疑
問
を
投
げ
か

け

る

も
の

で

あ

る
。

『

左
伝
』

な

ど

を

資
料
と

し
て

用
い

よ

う
と

す
る

者
は
、

平
勢
説
の

当
否
を
検
討
せ

ざ
る

を
得
な
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
2〕

　
と
こ

ろ

で

平
勢
説
に

対
し

て

は

早
い

時
期
か

ら
、

吉
本
道
雅
氏
や

水
野
卓
氏
な
ど

に

よ

り

多
く
の

問
題

点
が

指
摘
さ
れ

て
い

る
。

し

か

し
一

部
の

研
究
者
ら

は

平
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
3〕

説
を
無
批
判
に

受
容
し

こ

れ

を

深
化
さ

せ

る

こ

と
に

気
力
を
錯
用
し

て

お

り、

ま
た

平
勢
氏
自
身
も
一

般
向
け

の

概
説
書
や

新
書
な
ど

に

て

自
説
を

積
極
的
に

露
出
し

そ
の

正

し

さ
を
強
調
し

続
け

て

い

る

（
山
川

出
版
社
『

世
界
の

歴

史
2

』

一

九
九
八

年
・

講
談
杜
現

代
新
書
『

中
国
古
代
の

予
言
書
』

二

〇

〇

〇

年
（
以

下

『

予
言

一 ］ 一
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い

わ
ゆ

る
A

『

左
伝
』

の

微．
吾

構
造
V

に
つ

い

て

書
』

と

略
称〉
・

中
公

新
書
『

よ

み

が

え
る

文
字
と

睨
術
の

帝
国

』

二

〇

〇
｝

年
（
以

下
『

帝
国
』

と

略
称
〉

・

中
央
公
論
新
社
『

春
秋
と

左
伝
』

二

〇

〇

三

年
．

山
川

出
版
袿
『

中
国
史
1

』

二

〇

〇

三

年
な
ど｝

。

非
専
門
家
に

対
す
る

平
勢
説
の

影
響
は

大
き
く、

ま

た
專
門

家
の

問
に

も

平
勢
説
は

認
め

ら

れ

つ

つ

あ
る

が
ご

と

く
で

匁．
・

　
筆
者
は

か
つ

て

『

周
礼
』

に

関
す
る

平

勢
説
の

成
り
立
ち
が

た
い

こ

と

を
示
し

た

が
（

拙
稿
「

周

礼
の

構
成
と

そ

の

外
族
観
」

、
『

申
国
研
究

集
刊
』

三

〇
、

二

QO

．
一
年）
、

こ

れ

に

つ

い

て

は

『

史
学
雑
誌
』

二

〇

Q
三

ー
五

（
「

二

〇

〇

二

年
の

歴

史
学
界
i
回
顧
と

展
望
ー」）

に

て

複
数
の

評
者
よ
り
言
及
を

受
け
た

。

う
ち

小
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5）

敦
氏
（
二

〇

〇

頁
）

は

拙
稿
に

対
し

「

対
案
」

の

提
示
を
求
め

る

が
、

こ

れ

は

拙
稿
の

目
的
を

誤
解
し

た

評
で

あ
ろ

う。

ま
た

阿
部
幸
信
氏
（
二

〇

六
頁）

は

拙
稿
の

議
論
が

『

周
礼
』

成
書
国

の

問
題
だ
け
に

止

ま

る

と

指
摘
す
る

が、

こ

れ

は

筆
者
も
遺
憾
と
す
る

所
で

あ
っ

た
。

こ

の

点
に
つ

い

て

前
稿
を
補
い
、

「

よ

り

高
い

次
元
」

ハ
阿

部
氏）

で

の

問
題

提
起
を
行
う
こ

と

が、

す
な

わ

ち
本
稿
の

目
的
で

も
あ

る
。

し

か

し

平
勢
説
の

誤
り
を

全

て

掲
げ

て

論
じ

る

こ

と
は
紙
幅
上

不
可

誕
で

あ
る

た

め・

本
稿
で

は

轟
説
の

中
核
を
な

す
『

左
伝
』

論
に

絞
・

て

そ
の

問
題

点
を

指

掩

墜
上

述
の

よ

う
な

流
れ

に

悼
差
す
こ

と

を

試
み

た
い

・

平
勢
説
が

（
平
勢
氏
自
身
が
主
張
す
る

よ

う
な
）

無
矛
盾
の

体

悉
黙
い

こ

と

を

明
・

か

と

し

て

お

く

こ

と

に

は
、

　一

定
の

意
味
が

あ

る

と
信
ず
る

。

「

魯
君
」

・
「

魯
公
」

に

つ

い

て

　
ま

ず
、

『

左
伝
』

の

う
ち
平
勢
氏
が

「

戦
国

韓
を
宣
揚
す
る

微
言
」

「

微
言
構
造
」

は
、

下

記
の

も
の

で

あ
ろ

う
。

だ

と

解
釈
す
る

記
述
に
つ

い

て
、

い

く

つ

か

確
認
し
て

お

く
。

こ

れ

ら
の

う
ち

最
も

有
名
な

「

魯
君
」

の

語
が

見
ら

れ

る

の

は

韓
宣

子
の

時
期
の

み

で

あ
る

。

…

…

「
嗣
君
」

を
も
っ

て

韓
宣
子
を

示
し
、

「

魯
君
」

が
そ

の

「

嗣
君
」

を

承
け

る

時
期
に

用
い

ら

れ

る

こ

と

を
も
っ

て

韓
宣
子
が

「

君
」

と

な
っ

た

こ

と

を

表
現
す
る

も
の

と
理

解
で

き
る

。

（
汲
古
書
院
『

左
伝
の

史
料
批
判
的
研
究 
（
東
京
大
学
東
洋
文
化

砺
究
所
研
究
報
告〉

一

九
九

八

年
、

一

〇

九
頁

。

以
下

『

研
究
』

と

略
称
）

一 2 一
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「

魯
公」

は

書
き
方
だ

け

で

な
く、

そ

の

使
い

方
も
特
別

で

あ
る

。

問
題

の

「
左

伝
』

昭
公

十
一

年
を
最
後
に
一

旦
使
用
さ

れ

な

く
な
り、

し
た

後、
「

左
伝
』

定
公

四

年
の

記
事
で

は、

ふ

た

た
び

「

魯
公
」

が

用
い

ら
れ

る
。

（
『

予
言

書
』

＝
二

五

頁）

…

…
韓
宣

子
が
死
去

魯
は

韓
宣．
t
の

嗣
君
の

記

述

が

終
わ

る

ま

で
一

貫
し
て

「

公
」

で

あ
り
、

以

後
韓
宣
子
の

世
に

あ

る

間
の

み

「

魯
君
」

と
記
さ

れ

る
。

…

…
こ

の

魯
・

晋
両
国
君

主

に

関
す

る

法
則
的

記
載、

お

よ

び

韓
宣

子
に

関
す
る

「

嗣
君
」

の

記
述
に

よ
っ

て
、

来
る
べ

き
権
威
継
承
者
が
、

韓
氏
か

ら

出
自
し
て

王
と
な
り

「

宣
」

の

字

を

号
と

す
る

者、

す
な

わ

ち

韓
の

宣

恵
王

で

あ

る

こ

と
が

予
笥 ．
［

さ

れ

た

の

で

あ
っ

た
。

（
『

研
究
』

＝
二

八

頁
）

　
し

か

し

水
野
氏
が

夙
に

指
摘
し

た

よ

う
に、

韓
宣
子
の

死
亡

記
事
は

『

左
伝
』

昭
公
二

十

八

年
に

見
え
、

「

魯
君
」

は

同
十
三

年
か

ら

三

十
二

年
に

か

け

て

見

↑

δ｝
え
る

。

つ

ま
り、

韓
宣
子
の

死

後
に

も
「

魯
君
」

は

用
い

ら
れ

て

お

り、
「

魯
君
」

の

使
用
を
「

韓
宣

子
の

世
に

あ
る

間
の

み
」

と
す
る

指
摘
自
体
が
事
実
誤
認
な
の

で

あ
る

。

こ

の

時
点
で

既
に、
「

魯
君
」

「

魯
公
」

に

関
す
る

平
勢
説、

お

よ

び

こ

れ

を

論
拠
と

す
る

「

『

左
伝
』

は

韓
宣
子
を

特
別

視
す
る
」

と

の

説
は
、

成
り
立

つ

余
地

が

な
い

。

　
平
勢
氏
は

『

帝
国』

二

＝
二

頁
な
ど

で

は

水
野
氏
の

指
摘
に

言
及
し

つ

つ

こ

の

問

題

を
回

避
し

て

い

た

が、
『

春
秋
と
左
伝
』

に

至
り

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ヘ
　
　　ヘ　　　ヘ　　
　ヘ
　
　　
ヘ　　　ヘ
　
　
　へ

『

左
伝
』

昭
公

三

十
二

年
の

、

節
で

宣
公
・

成
公
・

襄
公
・

昭

公
の

四

代
を

回
顧
し

て

す
る

の

に

「

魯
君
」

を
用
い

た
。

（
二

八

〇

頁
。

傍
点
は

引
用
者

、

以

下

同
じ）

年
代
と
し

て

は

韓
宣
子
死

去
の

後
だ

が
、

頁）

「

魯
君
」

を
使
い
、

…
…

韓
宣
子
が

生

き
て

い

た

時
期
の

魯
君
主
を

表
現

昭

公
は

す
で

に

魯
の

君
主
で

は

な
く

な

っ

た

時
点
で
、

　
　
　
　

ヘ　　　ヘ
　　
　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　
　　ヘ　　　ヘ　　　
へ

「

魯
君
」

が
回
顧
さ
れ

る

し

か

け
に

な
っ

て

い

る
。

（
二

八
一

と

解
釈
を
改
め

た
。

こ

の

弥
縫
は

し

か
し、

角
を

矯
め

て

牛
を

殺
す
の

類
で

あ
ろ

う。

韓
宣

子
の

死

後
に

見
え
る

「

魯
君
」

を

「

回
顧
」

・
「

過
去
の

追
述
」

〔
同

二

八

。

頁）

だ

か

ら
と

い

っ

て

韓
宣
子
の

生
前
に

掛
け
る

の

で

あ
れ

ば
・

文
公
＋
二

年
と

定
公

四

年
に

旻
る

「

魯

蟹
は・

当
時
の

魯
公
で

は

な

く
伯
禽
を

回
顧
す
る

文

　
　

　

　
　
い

わ

ゆ

る
A

「
左

伝』

の

微

言
構
造
V

に

つ

い

て

一 3 一
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い

わ

ゆ

る

〈

『
左

伝
』

の

微
三

口

構
造
〉

に

つ

い

て

脈
上

に

あ
ら

わ

れ
る

の

で

あ
る

か

ら
、

韓
宣
子

の

時
期
で

は

な
く
西
周
初
期
に

か

か
わ

る

微
言
と

な
る

。

す
な

わ

ち
、

韓
宣
子
を
特
別
視
す
る

と

い

う
「

形
」

は
、

や

　
　
　
　
　
　
〔
m｝

は

り
成
り
立
た

な
い

。

「

嗣

君
」

に

つ

い

て

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
上

掲
の

解
釈
に

関
連
し
て

平
勢
氏
は
、

『

左
伝
』

に

見
え
る

「

嗣
君
」

を
す
べ

て

韓
宣
子
だ

と
解
す

。

し

か

し

通
常
の

方
法
で

伝
文
を
読
む
限
り
こ

の

よ

う
に

解
す

る

こ

と

は

で

き
ず、

か

よ

う
な

解
釈
に

偏
著
す
れ

ば

却
っ

て

不
自
然
な
読
解
に

陥
る

。

　
た

と

え
ば
『

左
伝
』

成
公
四

年
（
宋
共
公
二

年）

に

見
え
る

「

宋
華
元
来
聘。

通
嗣
君
也

。

」

は
、

「

嗣
君
」

を
宋
の

新
君
（
共
公）

と

解
し、

そ
の

即
位
に

伴
っ

て

宋
の

華
元
が

魯
へ

赴
い

た

記
事
だ
と

解
す
の

が
一

般
的
で

あ
る
。

し
か
し

『

研
究
』

一

〇

八

頁
に

よ

る

と

こ

の

「

嗣
君
」

は

韓
宣
子
を
指
す
と

さ

れ
、

こ

の

記
事
は
、

ヘ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
　

　
　
　
　

ヘ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
へ

晋
に

い

る

韓
宣
子
に

通
ず
べ

く
、

宋
の

華
元
が

魯
へ

赴

い

た
と

解
さ
れ

る
。

ま
た

、

『

左
伝
』

襄
公
二

年
「

穆
叔
聘
于
宋

。

通
嗣
君
也

。

」

は

通

常、
「

嗣
君
」

を
魯
の

新
君
（
襄
公）

と

解
し
、

そ
の

即
位
に

伴
っ

て

魯
の

穆
叔
が

宋
へ

赴
い

た

記
事
だ

と
解
さ

れ

る
。

し

か

し

氏
に

よ

る

と

こ

の

「

嗣

君
」

も

韓
宣
子
と

さ

れ
、

晋
の

韓
宣

子
に

通
ず
べ

く、

魯
の

穆
叔
が

宋
へ

赴
い

た

と

解
さ
れ

る

よ

う
で

あ
る

。

晋
の

陪
臣
に

通
ず
べ

く
魯
や

宋
へ

赴
く
と

い

う
の

は

不
可
解
だ
が、
『

研
究
」

は

「

嗣
君
に

通

ず
る

と
い

う
言
い

方
に

お
け

る

嗣
君
も、

訪
問
し
た

国
の

そ
れ、

と
断
定
す
る

理
由
は

そ

も
そ

も
存
在
し

な

い

の

で

あ
る

。

」

（
同
一

〇

五

頁）

と

主
張
す
る
。

　
『

左
伝
』

成
公
十
八

年
「

公
如
晋

。

朝
嗣
君
也

。

」

の

解
釈
も
異
様
で

あ
る
。

氏
は

こ

の

記
事
を、

前
掲
の

成
公
四

年
「

宋
華
元
来
聘

。

通

嗣
君
也

。

」

と

関

連
付
け

る
。

一 4 一

成
公
四

年
に

宋
の

華
元
が

嗣
君
に

通

ず
べ

く
魯
に

聘
し

て

い

る

が、

頁）

こ

れ

を

承
け
て

魯
公
が

、

成
公
十
八

年
に

晋
に

赴
き、

嗣
君
に

朝
し
て

い

る
。

（
同
一

〇

八

Shuohlln 　 Unlverslty

し

か

し、
「

こ

れ

を

承
け
て
」

十
四

年
後
に

晋
へ

赴
く
と
は
、

い

か

に

も
の

ん

び

り
し

た

話
で

あ

ろ

う
。

引
得
な
ど

に

よ
っ

て

「

嗣
君
」

の

出
現
箇
所
の

み

を
辿
る

の

で

は

な
く

、

冒
頭
か

ら

順
に

『

左
伝
』

を
読
む

な

ら
ば
、

成
公
十
八

年
春
に

魯
成
公
が

晋
へ

赴
き

朝
し

た

「

嗣
君
」

と

は
、

そ

の

直
前
（

二

月
朔）

に

大
々

的
に

即
位
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Shuohlln 　 Unlverslty

が

記
さ

れ

る

晋
悼
公
を

指
す
と

理

解
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

。

し

か

し

平
勢
氏
は
、

魯
成
公
が

晋
へ

赴
き
朝
し
た

「

嗣
君
」

を、

晋
の

新
君
（
悼
公）

で

は

な

く、

そ
の

臣
下
た

る

韓
宣
子
だ
と

解
す
る

の

で

あ

る
。

綿
密
な

予
言
構
造
を
持
つ

は

ず
の

『

左
伝
』

が、

韓
宣
子
を

「

嗣
君
」

と

称
す
る

直
前
に

晋
悼
公
の

即
位
を
大
き
く

取
り

上

げ、

あ
た

か

も
「

嗣
君
」

が

晋
悼
公

で

あ

る

か

の

ご

と

き
「

誤
解
」

を

生
む

危
険
を

冒
す
だ

ろ

う
か
。

　
『

左
伝
』

成
公

九

年
、

魯
の

公
女
を
宋
へ

送
り
届
け
た

季
文
子
を

労
う
穆
姜
の

発
言
「

大
夫
勤
辱、

不
忘
先
君

、

以

及

嗣
君、

施
及
未
亡
人

。

先
君
猶
有
望
也

。

」

に

つ

い

て

は

多
言

を

要

す
ま

い
。

『

研
究
』

は

こ

の

直
前
に

魯
成
公
が

『

詩
』

大
雅
韓
奕
篇
の

五

章
を

賦
し

た

と

さ

れ

る

こ

と
を

「

示
唆
的
で

あ
る

。

」

（

一

〇

六
頁）

と

指
摘
し、

「

韓
奕
之
五

章
」

に

は

「
韓
」

の

字
が

含
ま
れ

て

い

る

20

七

頁）

　
　
　
　
　ヨ
　ぜ

と

強
引
な
誘
導
を
試
み

る
。

し

か

し
伝
文
の

文
脈
に

従
う
限
り、
「

先
君
」

が

魯
宣
公
（

発
言
者
で

あ
る

穆
姜
の

亡
夫）

を
、

「

嗣
君
」

が

魯
成

公
（
先
君
と

穆
姜
と

の

子
。

魯
の

現
君）

を
、

「

未
亡
人
」

が
穆
姜
自
身
を

指
す
の

は

明

白
で

あ
る
。

そ

も
そ
も
こ

の

事
件
に

晋
や

韓
宣
f
は

関
与
し

て

お

ら

ず
、

「

嗣
君
」

が

韓
宣
子
で

あ
る

と

い

う
謎
語
は

敵
国
に

理
解
さ

れ

得
ま

い
。

『

左

伝
』

の

史
料
性

上

記
以
外
に

も
「

嗣
君
」

の

用
例
は

な

お

多
く
を
存
す
る

が、

い
。

何
と

な
れ

ば
、

平
勢
氏
は

そ
の

全
て

に
つ

い

て

述
べ

る

こ

と

は

紙
幅
ヒ

不

可

能
で

も
あ
り、

ま

た
、

そ

の

よ

う
な
必
要
も
無

無
論
の

こ

と、

こ

こ

に

問

題
に

す
る

の

は
、

『

左
伝
』

が

成

書
さ

れ

た

時
点
に

お
い

て

議
論
さ
れ

た

は

ず
の

客
観
情
勢
で

あ
っ

て
、

実
際
に

事
件
が

あ
っ

た

か

ど

う
か

で

は

な
い
。

韓
の

朝
廷
に

お
け
る

議
論
の

末
に

、

「

朝
嗣
君
」

・
「

通
嗣
君
」

の

記
事
が

挿
入
さ
れ

た

可
能
性
を

探
る

も
の

で

あ
る

。

（
『

研
究
』

一

〇

八

頁）

い

わ

ゆ

る
A

『
左
伝
』

の

微

言
構
造
V

に

つ

い

て

一
i］

一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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い

わ

ゆ
る

八

『
左

伝
』

の

微畆、
藤

構
造
〉

に
つ

い

て

と

述
べ

る

か

ら

で

あ
る

。

　
氏
は、

た

と

え
ば

魯
君
主
が

晋
の

「

嗣
君
」

に

「

朝
」

し
た

記
事
を、

通
説
と

は

異
な
る

読
解
に

よ
っ

て

韓
宣

子
へ

結
び

つ

け
る。

し
か

し
一

方
で

氏
は

、

『

左
伝
』

の

記
事
（
会
話
部
分
の

表
現
で

は

な
く、

事
件
そ

の

も
の）

が
、

史
実
で

は

な

く

「

韓
の

朝
廷
に

お
け

る

議
論
の

末
に

」

捏
造

さ

れ

『
左
伝
』

に

「

挿
入
さ

れ

た

可
能

性
を

探
る
」

の

で

あ

る
。

こ

こ

に

お
い

て

『

左

伝
』

は
、

事
件
を
記
録
す
る

「

史
書
」

と

し

て

の

制
約
を
踏
み

越

え
て

し

ま
い
、

完
全
に
つ

く
り
も
の

で

あ
る

無
謬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　鹵「
12）

「

予
言
書
」

へ

と

昇
華
す
る

。

　
『

左
伝
』

が

史
書
で

は

な

く
、

記
事
を

捏
造
し

て

ま

で

そ
の

構
造
を
完
璧
と

す
る

「

予
言
書
」

で

あ
る

な

ら
ば
、

こ

の

よ

う
な
書
物
に

よ
っ

て

歴
史
を
研
究
す
る

こ

と

自
体
が

無
意

味
か

、

す
く
な
く

と

も
極
め

て

危
険
な
営
為
と

な

る
。

た

と

え
ば

『

左
伝』

の

朝
見
記
事
に

よ
っ

て

春
秋
時
代
の

国
際
関
係
を

考、
凡

る

と
い

っ

た

研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ
にぴ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

ヘ

　
ヘ

　へ

手
法
（
平
勢
氏
自
身
が

『

研
究
』

第
二

章
以

降
に

お

い

て

用
い

る

方
法）

は

原

則
的
に

無
効
と

な

る

の

で

あ
っ

て
、

平
勢
氏
は

『

左

伝
』

の

全
て

の

記
事
に
つ

い

て
、

韓
王

権
に

よ

り

捏
造
・

挿
入
さ

れ

た

事
件
か

否
か

を
「

探

る
」

と

い

う
「

史
料
批
判
」

を
行
う
必
要
が

あ
ろ

う
。

子
産
に

関
す
る

二

則

一 6 一
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『

春
秋
と

左
伝
』

に

お
い

て

平

勢
氏
は
、

『

左

伝』

の

予 
再

構
造
を

さ
ら

に

分
析
す

る
．

加
増
さ

れ

た

断
片
的
な
論
拠
を

す
べ

て

示
す
こ

と
は

で

き
な
い

が、

氏
が

重

視
し

て
い

る

子
産
に

関

す
る

「

予
言

構
造
」

か

ら

若
干
を

示
し
て

お
こ

う
。

　
氏
は
、

韓
が

鄭
の

故
地

を
領
有
し

た

こ

と

を
重
視
し、

『

左
伝
』

が

こ

れ

を

子
産
に

予
言
さ
せ
ず、
い

た
と

す
る
。

た
と
え
ば

氏
は

鄭
子
皮
授
チ
産
政

。

辞
日
、

年）

「

国
小
而
偏、

族
大
寵
多。

不
叮
為
也

．

」

レ
皮
日

、

「

…

…

子
善
相

之
、

国
無
小

。

小

能
事
大、

国
乃
寛

。

」

（
『

左
伝
』

襄
公
三

十

Shuohlln 　 Unlverslty

を
引
用
し、

下

記
の

よ

う
に

述
べ

る
。
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こ

れ

は

鄭
を
批
判
す
る

に

は

「
小
」

だ

が
、

る
。

（
『

春
秋
と
左
伝
』

二

〇

〇

頁
）

や

が

て

は

別
の

や

り
方
で

「

大
」

に

な

る

こ

と

を
ほ

の

め

か
す
も
の

で

あ
る

。

き
た

る
べ

き
「

大
」

と

は

韓
で

あ

氏
の

読
解
に

よ

る

と
、

子
皮
は

「

子
産
が
鄭
の

相
と
な
れ

ば
、

鄭
は

韓
に

奪
わ

れ

て

大
国
と

な

る
」

と

予
知
し、

そ
の

上
で

め

に）

子
産
に

政

権
を

譲
っ

た
こ

と

と

な
る

。

非
常
識
な
説
話
で

あ

り
、

筆
者
に

は

氏
の

読
解
が

正
し

い

と

は

思

え
な

い
。

　
ま

た

氏
は
、

『

左
伝
』

に

見
え

る

問
答

（
つ

ま
り、

祖
国
を

韓
に

併
呑
さ

せ

る

た

鄭
之

来
災
也

、

里

析
告
子
産
日、
「

将
有
大

禅
。

民
震
動、

国
幾
亡

。

…

…

国
遷、

其
可

乎
。

」

子
産
日

、

「

雖

可
、

吾
不
足

以
定
遷
矣

。

」

（
昭
公

十
八

年）

を

引
き、

下

記
の

よ
う
に

述
べ

る
。

里

析
が

子
産
に

「

国
都
を
遷
せ

ば

よ

ろ

し
い

か

と

思
い

ま
す
が
」

と
述
べ

、

子
産
が

「

よ

ろ

し
い

と

は

思
う
が、

遷
都
の

儀
を
決
め

る

の

は

私

だ

け
で

は

足
り

な

い
」

と

答
え
て
い

る。

国
都
の

支
配
者
が

や

が

て

現
れ

る、

と
ほ

の

め
か

し

て

い

る

の

で

あ
る

。

（
同
二

三
〇

頁｝

鄭
の
一

臣
下
に

す

ぎ
な

い

子
産
が

独
断
で

遷
都
す

る

こ

と

な

ど、

で

き
な
い

の

が

当
然
で

あ

ろ

う
。

「

国

都
の

支
配
者
」

が
別
に

存

在
す
る

こ

と

は

自
明

と

患
わ

れ

る

が
、

氏
は

こ

の

よ

う
な

常
識
的
な
発

言
の

う
ち
に

も、

韓
が

や

が

て

鄭
を
支
配

す
る

こ

と

を

「

ほ

の

め

か

し

て

い

る
」

予
言
を
見
出
す
の

で

あ
る

。

上

記
の

例

は

い

ず

れ

も、

微
言

を

穿
求
し

て

其
の

本
体
を

失
っ

た

も

の

と

言
わ

ざ
る

を
得
な
い

。

　
平
勢
説
は、

上

掲
の

よ

う
な
い

わ

ば

〈

状
況
証

拠
〉

を

無
数
に

織
り
合
わ

せ

た

上

に

構
築
さ

れ

て

い

る
。

よ
っ

て
、

個
々

の

論
拠
の

誤
り

を
指
摘
し

て

も、

平
勢
説

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　「
猛〕

が

全
体
と

し

て

間
違
っ

て

い

る

と

論
証
す
る

こ

と

は
不
可
能
な
の

で

あ
る

。

『

春
秋
』

お

よ

び
三

伝
の

成
立

時
期
に

関
す
る

く

直
接
証
拠
V

と

看
倣
し
得
る

事
実
上
唯

一

の

論
拠
は
、

氏
独
自
の

編
年
に

よ
っ

て

導
か
れ

た
踰
年
称
元
法
の

開
始
時
期
で

あ
ろ

う
。

よ
っ

て

以
下
で

は
、

こ

の

問
題

に

つ

い

て

蛇
足
を

加
え

た

い
。

い

わ
ゆ

る
A

『

左
伝』

の

微噛
強

構
造
V

に

つ

い

て

一 7 一
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い

わ
ゆ

る

〈
『

左

伝
』

の

微
言
構
造
〉

に
つ

い

て

編
年
の

問
題

　
『

春
秋』

お
よ

び

三

伝
は

戦
国
中

期
に

成
立
し

た

と
平
勢
氏
が

主

張
す
る

、

そ
の

最
大
の

根
拠
は
、

氏
独
自
の

編
年
（
東
京
大
学
出
版
会
『

新
編
史
記
東
周
年
表』

一

九
九
五

年
。

以
下

『

年
表
』

と

略
称）

に

よ

っ

て

踰
年
称
元
法
の

開
始
が

前一
三
二

八

年
の

田

斉
に

位
置
づ

け
ら

れ

た
こ

と

で

あ
る

。

し

か
し

こ

の

編

年
に

つ

い

て

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

奮｝

は
、

同
一

の

事
件
を

複
数
の

年
代
に

配
当
し
た

り、

複
数
の

人
物
を

同
一

人

物
に

比
定
す
る

な
ど

多
く
の

矛
盾
が
吉
本
氏
か
ら

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

筆
者
も

、

氏

の

編
年
の

問
題
点
と

し

て

十
数
点
を

認
識
し

て

い

る
。

　
た
と

え

ば

『

年
表
』

は
、

斉
の

「

幽
公
」

を

田

氏
で

は

な
く
姜
氏
の

斉
侯
に

比
定
し

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

Shuohiin 　 University

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ヘ
　　　ヘ
　
　　
ヘ
　
　　ヘ　　　ヘ
　
　　ヘ
　
　
　ヘ
　　　へ
　
　　　　
　　
モ
　　　ヘ　　　
へ

田

世

家
索
隠
引
竹
書
紀
年
に

前
三

四

三

を

威
王
一

四
と
す
る

の

で

斉
幽
公
と

田

侯
因
斉
と

は

別
人。
（

＝
ハ

八

夏

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　（
16〕

と

の

考
証
ま
で

示
す
の

だ

が、
『

予

言
書
』

で

は
一

転
し

て

斉
幽
公
と

田

侯
因
斉
（
威
宣
王）

と

を
同
一

人

物
と

し

（
一

四

三

〜
一

四

四

頁
な

ど
）

、

こ

れ

に

よ
っ

て

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　〔
17　

「

幽
（
文）
」

か

ら
「

威
〔
武）
」

へ

と
い

う
「

継
承
の

形
」

（
い

わ

ゆ

る

『

春
秋
』

の

微
言
構
造）

を

議
論
す
る
。

ま
た

た
と

え
ば
・

氏
は

蔡
侯
申
盤
の

完
年
正

睡
初
吉
辛
亥
L

を
「

呉
王

腓
元
年
」

に

比
定
し

前
五
一

五

年
と

す
る

が

（
『

年
表』
）

、

い

わ

ゆ
る

「

五

覇
」

の

性

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　ヘ
　
　へ

格
に
つ

い

て

論
じ

る

際
に

は、

同
盤
に
つ

い

て

「

私
の

編
年
試
案
で

は

呉
王
夫
差

元

年
に

納
ま
っ

た
。

」

（
『

帝
国
』

＝
二

八

頁
）

と

主

張
し、

中

原
諸
侯
が

「

覇
者
」

の

紀
年
を
用
い

て
い

た

こ

と

の

意
味
を

議
論
す
る

。

さ
ら

に

氏
は・

金

文
に

旻
る

王

号
を
自
説
に

週
つ

よ
う
変
更
匝．
（
『

帝
国

』

六

・

頁
）

・

文
献
に

も
金

文
に

も

旻
な
い

王

号
を
任
意
に

想
定
し

（
『

予
言
書

乏

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
ヘ　　　へ

二

〇

頁〉
、

天
文
推
算
に

よ
っ

て

導
か

れ

た

日
蝕
の

う
ち
自
ら
の

編
年
に

合
わ

な

い

も
の

の

み

を
移
動
さ

せ

る

（
『
帝
国
』

九
二

頁）
。

氏
の

編
年
に

「

暦
の

材
料
が
、

き
れ
い

に

も
れ

な

く
並
ん

で

く
れ

た
」

〔
『

帝
国』

四

九

頁）

の

は
、

き
わ

め

て

当
然
の

結
果
で

あ
ろ

う
。

　

平
勢
氏
の

編
年
は

各
国
に

渉
る

緻
密
な

連
携
の

上
に

構
成
さ

れ

て

い

る
。

従
っ

て
、

他
国
の

年
代
を

そ

の

ま
ま
に

し

て

田

斉
の

紀
年
の

み

を
動
か

し

た

り
呉
王

を
一

代
ず
ら

す
と

い

っ

た

修
正

を

鮴
窟
す
こ

と

は

不

可

聾
は

ず
で

あ

麺
・

し
か

し

実
際
に

は
・

・

の

編
年
は

そ
の

時

あ
氏
の

都
合
に

よ
・

て

自
在
に

変
更
さ

れ

る

一 8 一
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の

で

あ
っ

て
、

氏
の

体
系
に

お
い

て

は

最
も

重
要

な
「

踰
年
称
元

法
の

出
現
時
期
」

さ

え、

当
初
の

「

前
三、
二

八
年
」

（
『

予
言
書
』

一

五

頁
な
ど）

か

ら

最

近
は

「

前

三
四
三
年
ご

ろ
」

（
『

春
秋
と

左
伝
』

三

三

五

頁
な
ど）

と

遡

り
つ

つ

あ
る
。

　
こ

の

よ

う
な

編
年
を

事
実
」

L

唯
一

の

根
拠
と
し
て

構
築
さ
れ

た
『

春
秋
』

お

よ

塗

は
、

確
論
と

は

な
り
得
ま

い
。

二

伝
の

戦
国
中

期
（
前
三

三

八

年
以

降）

成
書
説
は
、

す
く
な
く
と
も
現
状
で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

小

結

Shuohiin 　 University

　

筆
者
は

学
部
生
と

し

て

東
洋
史
を

専
攻
し

て

い

た

頃
に
、

平
勢
氏
に

よ

る

称
元
法
に
つ

い

て

の

斬
新
な
問
題
提
起
と

鮮
や

か

な
成
果
提
示
と

に

出

会
い
、

大
き

な

知

的
興

奮
を
覚
え
た

者
で

あ

る
。

筆
者
は

平
勢
氏
を

憎
む
者
で

は

な
く

、

む

し

ろ

こ

れ

を
尊
敬
す
る

者
で

あ
る

こ

と
は

明
記
し

て

お

き
た
い

。

踰
年
称
元
法
と

立

年
称
元

法
の

「

取
り
違
え

」

と

い

う
氏
の

着
眼
は

独
創
的
で

あ
り
、

か
つ

大
き
な

有
効
性
を

持
つ

方
法
だ

と

筆
者
は

考
え
て

い

る
。

し

か

し

残
念
な

が

ら
、

こ

の

方
法
を

先
秦

　
、

　、
　
　

　
へ
21響

史
全
体
に

適
用

し

つ

つ

構
成
さ

れ
た

氏
の

編
年
は
、

す
く
な

く

と

も
現
時
点
で

は
、

従
来
の

編
年
よ

り
も

深
刻
な
問
題

を
有
し

て

い

る
。

氏
の

編
年
は

恣
意
的
な

資
料

改
変
を

積
み

重
ね

た

上

に

構
成
さ
れ

て

お

り、

し

か

も
そ

の

内
部
に

多
数
の

矛
盾
を

含
む
の

で

あ

る
。

よ
っ

て

筆
者
は

こ

れ

を
受
け
容
れ
る

こ

と

が

で

き
ず

、

こ

れ

を

前
提
と

し
て

導
か

れ

た

い

か

な
る

説
を

も
受
け

容
れ

る

こ

と

が

で

き
な
い

。

　
ま

た

編
年
の

問
題

と

は

別
に

、

い

わ

ゆ

る

「

微
言
構
造
」

を
発
見
・

解
読
し

て

以

降
の

平
勢
氏
は
、

自
ら
蓄
積
し

た

研
究
を
自
ら

否
定
す
る

方
向
へ

と

邁
進
し

て

い

　
　
　
　
　

　
　

　
　〔
盟〕

る

よ

う
に

見
受
け
ら

れ

る
。

経
伝
に

含
ま
れ

る

「

微
言
構
造
」

に

よ
っ

て

こ

れ

ら

の

成
書
国
や

成
書
時
期
を

議
論
し

て
い

く
と

い

う
「

方
法
論
そ

の

も
の
」

は
、

あ
る

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　〔
23）

い

は

有
効
で

あ
る

か

も
知
れ

な
い
。

し
か

し
、

そ

の

方
法
に

よ
っ

て

「

実
際
に

進
め

ら

れ

て

い

る

研
究
」

が

自
己
矛

盾
や

資
料
と
の

矛
盾
を
含
ん

で

い

る

の

で

は
、

そ

の

研
究
は

（
す
く

な
く
と

も

結
果
的
に

は）

無
効
・

無
意
味
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

「

方
法
」

を
実
践
し

深
化
さ
せ

る

の

で

あ
れ

ば
、

い

っ

た

ん

原
典
に

即
し

た
「

史

料
批

判
」

へ

と

立

ち
返
り、

客
観
的
な
批
判
に

耐
え

る

形
で

議
論
を
再
構
成
す
る

必

要
が
あ
ろ

う。

注
〔
1）

も

し

平

勢
説

が
正

し

け

れ

ば
、

た

と

え

ば

秦
漢

帝

国
が

『

周

礼
』

や

『

公

羊

　
　

伝
』

『
穀
梁
伝』

に

与
え
た

影
響
を

論
じ

る

こ

と

は

不
可

能
と

な
る。

ま
た、
『
左

い

わ

ゆ

る

八

『

左

伝
』

の

微…
言

構
造
〉

に
つ

い

て

　

伝
』

に

見
え
る

春
秋
諸

国
の

朝
見
記

事
を

史
実
と

看
倣
し
て

春
秋

史
を

研

究
す
る

　

こ

と

も

不
可

能
と

な
る

（
後
述）
。

（
2V

　

吉

本
氏
「

史
記

戦
国

紀

年

考
」

（
『

立

命
館

文
学』

五

五

六、
一

九
九

八

年）
・
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い

わ

ゆ

る
く
『

左

伝』

の

微
言

構
造
V

に

つ

い

て

　

　
水

野
氏

「

書
評
」

（
三

田

史

学
会
『
史
学』

七

〇

ー
二
、

二

〇

〇
一

年）

な

ど。

　

　
な
お

「

君

子」
「

夫
子
」

な

ど

に

か

か
わ

る

「

微
言
」

の

問
題

点
に
つ

い

て

は
、

　

　
水

野
氏
ら

が

指
摘
し

て

い

る
の

で

繰
り

返
さ

な

い
。

（
3）
　
た
と

え

ば

小

寺
敦

氏
「『
左

伝
』

君
子
・

会

話
部

分
の

引

詩
に

つ

い

て
」

（
『
史

　

　
料

批

判

研

究』

三、
一

九

九

九

年）
、

高

津

純

也

氏
「『
左

伝
』

に

引

か

れ

る

　

　『
書
』

の

性
格
」

（
東
京
大

学
東
洋
文

化
研
究

所
『

東
洋

文
化
』

八
一

、

二

〇

〇
一

　

　
年｝

、

楊
華

氏
「

孟

子

与
斉

燕
戦

争

−
兼

論
『

孟，
主

相

関

篇

章
的

文

本

編

年
」

　

　（
哲
学

研
究

雑
誌

社
『

中
国

哲
学
史

』

二

〇

〇
一

−
三）

な
ど

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
ヘ　　　ヘ
　　
　ヘ
　　
　ヘ　　　ヘ
　　
　ミ
　　
　　　　　ヘ　　　ヘ　　　へ

（
4）
　

平
勢
氏
の

結

論
を

前
提
と

す
る

経

伝
研
究
に

対
し、

複
数
の

専
門
家
に

よ

る

審

　

　
ヘ
　　
　ヘ
　　
　ヘ　　　へ

　

　
査
を

経
て

博
士

学
位
が

授
与
さ
れ

た

こ

と

は、

研

究

史
上

の

画
期
と

評
価
さ

れ

る

　

　
べ

き
で

あ
ろ

う。

〔
5）
　

筆
者

前

稿
は
、

平
勢
説

に

対
し

て

「
多
数
の

疑
問

を

提．
小

し

て

い

る
」

（
小

寺

　

　
氏）

も
の

で

あ
り、

さ

ら

な
る

「

対

案
」

を

提
出
す
べ

き
理

由
は

、

す

く
な
く
と

　

　
も

筆
者
の

側
に

は

存

在
し

な
い

。

　

　
　

串
勢
氏

自
身
も、

自

説
へ

の

批
判
に

対
し

て

し

ば

し

ば

「

対
案
」

の

提
出
を

求

　

　
め

る

〔
『

春
秋

と

左

伝」

三

三

四

頁
な
ど）

。

し

か

し
一

般
論
と

し
て、

あ
る

学
説

　

　
の

成
り
立
た

な
い

こ

と

を

示
す
た
め

に

必
要
な

の

は、

そ

の

論
理
や

資
料
操
作
」

L

　

　
の

誤
り
な

ど

を

指
摘
す
る

こ

と

で

あ

り、

該
説
に

代
わ

り
得
る

対
案
の

提
示
は

必

　

　
ず
し

も
必

要．
で

は

な

い

（
た

と

え
ば

冤
罪
を

雪
ぐ
に

は、

検

察
側
の

証
拠
や

行
論

　

　
の

誤
り
を

指
摘
す

れ

ば

足

り、

検

察
官
に

代
わ
っ

て

真

犯
人
を

提
示
す
る

必

要
は

　

　
な
い
）
．

氏
は

「

疑

問
の

提

示
だ

け
で

は

反
論

に

な

ら

な
い
。

」

な
ど

と

述
べ

る

　

　
が

、

み

ず
か

ら

指
摘
す
る

「

「

言

論
封

殺
」

の

危

険
性
」

に
つ

な

が

る

立

場

で

は

　

　
な
か

ろ

う
か。

（
6）
　

筆
者
は

従
前

よ

り

平
勢

説
の

追

検
証
を

試
み

て
い

る

が

成

功
せ

ず、

却
っ

て

平

　

　
勢

説
の

問
題

点

と

し

て

現

在
ま

で

に

八

卜

余
条
を

得
る

に

と
ど

ま
っ

て

い

る

（
．

　

　
部
は

筆
者
前
稿

と

し

て

提
出）

。

　

　
　

な
お

浅

野

裕
｝

氏

司

春
秋』

の

成

立

時

期
」

（『
中
国

研

究

集

刊
」

二

九、

二

QO

一

年）

は
、

個
々

の

「

微
言」

説
を

批
判

し

て

お

り、

た

と
え
ば

に

深
入
り
を
せ

ず
巨
視

的
な

観
点
か

ら

平

勢

他
国

に

向
け
て

強

力
で

明

快
な

宣

伝
工

作

を

展

開
し
よ

う

と

し

た

国

家
権

力

が、

そ

れ

を

誰
に

も

理

解
で

き
な

い

迂
遠
な
微

言
の

書
を

使
っ

て

行
う
と

い

う

の

は
、

常

識
で

は

全
く
理

解
で

き

な

い
。

〔
二

五
頁）

斉
・
韓
・

中
山
の

三

国
が、

そ

れ
ぞ

れ

国
家
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
と

し

て、
『
公

羊

伝
』

と

そ
の

伝
、

「

左

氏
伝
』

と

そ

の

伝、
『

穀
梁
伝
』

と

そ
の

伝
を

作
り、

国

家
の

存
在

証
明
を

賭
け
て、

相

互

に

大
々

的
な

宣
伝
合
戦
を

展

開
し

た

と

す
れ

ば、

必

ず
や

戦
国

期
の

文
献
中

に

記

録
さ
れ
た

は

ず
で

あ
る

。

（
同）

も

し．
平
勢

説
の

ご

と

く
で

あ
れ

ば、
一．一
伝
の

テ

キ

ス

ト
は

三

国
の

上

権
正

統

化

理
論
の

尖

兵
と
し

ザ

丶

天

下

中

に

大

量
に

出

回
っ

た

は
ず

な
の

だ
が、

そ

う
し

た

前

提
に

立
っ

た
の

で

は、

前

漢
に

お

け
る

三

伝
の

テ

キ

ス

ト
伝

承
の

希
薄
さ

は、

説
明
が
つ

か

な
い

の

で

あ

る
。

（、
］
七

頁）

な
ど

は

注
目

す
べ

き

指
摘
と

い

え

よ

う。

　

戦
国

期
の

史
料
に

見
え
な
い

三

伝
が

漢
代
に

出

現
す
る
と
い

う
問

題
に
つ

い

て

平
勢
氏
は、

経
伝
の

微．
言

を

理
解

し

た

敵
国
が
こ

れ

ら

を
「
封
印
」

し

た

と

想

定

し

て

解

決
を

図
る

〔
『

春
秋
と

左
伝』

四
四

頁
な
ど）
。

し
か

し、

そ
の

よ

う

な

場

合
に

と

ら

れ

る
べ

き

措
置
は

「

封

印
」

で

は

な
く、

単
純
な

廃
棄
・

焚
書
で

は

な

か

ろ

う
か

（
た

と

え

ば

『

孟

子
』

万

章
下

に

「

諸
侯

悪

其

害

己
也、

而

皆
去

其

籍、
」

と

あ
る）

。

敵
国
を
正

統
化
す

る

文
献
を
揖

匿
し
て

漢

代
の

発

明
に

備

え

る

べ

き

動
機
は
、

筆
者

に

は

想

定
で

き

な
い

，

そ

も

そ
も

そ

の

よ

う

な

状

況
ド

で

は、
「
左

伝』

に

適
合
的

な
ト

筮
書
が

魏
墓
に

副
葬
さ
れ

た

り
、

孟

子
が

『
春

秋』

を

宣
伝
す

る

こ

と

な
ど

は

不
可

能
で

あ
ろ

う
。

一 10 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shuchiin University

NII-Electronic Library Service

Shuohiin 　 University

（
7〕
　
平
勢

氏
は

『
公
羊
伝
』

や

「

穀
梁
伝
』

な
ど

に

つ

い

て

も
独

特
の

説
を
立

て

る

　

　
が、

そ
の

多
く
は
こ

れ

ら

の

書
物

そ
の

も
の

に

よ
っ

て

否
定
さ
れ

得
る

性

質
の

も

　

　
の

で

あ
る．．

　

　
　
た

と

え

ば

桓
公

卜
四

年
の

経

文
「

夏

五。

鄭
伯

使
其

弟

語
来
盟。
」

に

対
し

て

　

　
　

　

　

　
　

　
ヘ　　へ

　

　
「

公

羊
伝
』

は

「

夏
五

者
何

。

無
聞

焉
爾

。

」

と

し

て

お

り、

こ

れ

は

経
と

伝
と

が

　

　
同

時
に

完
成
し

た

と

す
る

平
勢

説
と

相

容
れ

な
い
。

荘
公
十
年

経
「

三

月。

宋
入

　

　
ヘ
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　ヘ
　
　

　　
　

　
　

　　
　

　
　ヘ
　
　ヘ　
　

　
　

　　
　

　
　

　　
　

　
　

　　
　

　
　

　　
　

　
　

　　
　

　
　

　　
　

　
　

　へ

　

　
遷

宿
。

」

の

『
公

羊
伝
』

「

遷

之
者

何
。

不

通
也。

以

地

還
之
也

。

子
沈
子
凵、

不

　

　
へ

　

　
通

者、

蓋

因
而

臣
之
也

。

」

は、

伝
そ

の

も
の

の

重

層
的
な

成
立

を
明

示
す
る。

　

　
　
ま

た

氏
は、
鬥
左
伝
』

の

う

ち

経
解

部
分
は

『
春
秋
』

に

当
初
つ

け
ら

れ

て

い

　

　
た

伝
を
流

用
し

た

も

の

だ
と
し

翁

研

究
』

一

六

二

頁
な
ど）
、

ま
た

『

春

秋』

に

　

　
当
初
つ

け

ら
れ

て

い

た

伝
を

『

公

羊

伝
』

だ

と

す

る

が

（
『
春
秋

と

左

伝
』

五

七

　

　
頁
な

ど〕
、

「
左

伝』

の

経

解
が

往
々

に

し

て

「
公

羊

伝』

の

そ
れ

と

異
な
っ

て

い

　

　
る

こ

と

は

周
知
に

属
す

。

つ

ま
り、

『

公

羊
伝』

や

『
左

伝
』

の

内

容
そ
の

も
の

　

　
が、

こ

れ

ら

に

関
す

る

平
勢

説
の

成
立
を

許
さ

な

い

の

で

あ
る

。

（
8）
　
『
左

伝』

の

本

文
に
つ

い

て

は、

平

勢
氏
が

楊

伯
峻
『
春
秋
左

伝
注』

本
を

用

　

　
い

る

の

で、

本

稿
も

こ

れ
に

従
う．．

し
か

し
一

般
に
、

中
国
の

古

典
を

材

料
と

し

　

　
て

何
ら

か

の

研
究
を

行
お
う
と

す
る

場

合
に

は、

テ

キ

ス

ト

の

問
題

を

慎
重
に

考

　

　
え
ね

ば

な

ら

な
い
。

た

と
え
ば

「
漢
書
』

楚
元

王

伝
に

は

「

初
『
左

氏
伝』

多
古

　

　
字
古

言、

学

者

伝
訓

故

而
凵

］．．

及

歌
治
『
左

氏
』 、

引

伝
文

以

解

経、

転

相

発

　

　
明、

由
是

章
句
義

理
備

焉．
に

と
あ

り、

こ

れ
は

劉
款
に

よ

る

『

左

伝
』

の

改

変

　

　
を

示

唆
す

る。

ま

た

近

年、

ま

さ

に

戦

国

中

期
の

写

本
で

あ
る

郭

店

楚

簡
『

緇

　

　
衣
』

や

上

海
博

物
館
新
収

楚
簡
『

緇
衣
』

が
発

見

さ

れ

た

が、

こ

れ

ら

の

テ

キ

ス

　

　
ト

ぱ

現

行

本
「
礼
記』

緇
衣

篇
に

対
し
て

大
幅

な

字
句
の

異
同
を

有
し
て
い

た
。

　

　
ヘ　
　ヘ
　
　ヘ　　ヘ　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　
　　　
　
　　　
　
　　ヘ
　　ヘ　
　ヘ　
　へ

　

　
現

行
本
の

．

宇
一

句
に
つ

い

て

微

言
を

求
め
、

そ

こ

か

ら

戦
国
期
の

政
治
的

主

張

　

　
を

導
く
と

い

う

手
法
は
危

険
で

あ
ろ

う
。

　

　
　
し

か

し

平
勢

氏
は

下

記
の

よ

う
に

述
べ

る
。

い

わ

ゆ

る
へ

『

左

伝』

の

微
言
構

造
〉

に
つ

い

て

漢

代
に

『

春
秋
』

が

再
解

釈
さ

れ

た

と

き、
『
公

羊

伝』

も

漢
の

正

統

観
を

支

え
る

も
の

と

な
っ

た
。

そ
れ

以

前
の

体
裁
は、

本
書
で

は

詰
め

る

こ

と

が
な

か

つ

た

が、

現
行

本
を

検
討
す
る

だ

け

で

も、

斉
の

正

統

観
を

支
え
た

部
分
が

抽

出

で

き
る

の

で
、

再
解
釈
の

際
に

増

補
な
い

し
改

変
が
な

さ
れ

た

と

し
て

も、

そ

れ

は
ご

く

限
ら
れ

た

も

の

だ
っ

た

と

思
わ

れ

る。
『

春

秋
』

が

再
解

釈
さ
れ

た

際、
「

左

伝
』

や

『

穀
梁

伝
』

に

も

増
補
な

い

し

改

変
が
な

さ

れ

た

叮

能

性

を

考
慮
し

な

け
れ
ば
な

ら

な
い

が、

い

ず
れ

も
本

来
そ
れ

ぞ
れ

韓
・

中
山
の

正

統

性
を
演

出
す
る

た

め

の

微

言
が

そ
っ

く

り
残
さ
れ

て

い

る

か

ら
、

再
解

釈
の

際
に

増
補
な

い

し
改

変
が
な
さ

れ

た

と

し

て

も
、

そ

れ

は

ご

く

限
ら

れ

た
も
の

だ
っ

た

は

ず
で

あ
る。
（
『

研
究』
一

八

〇

頁）

こ

れ

は

p⊃

器
＝

巨
甘
o

ロ
o
ロ

℃
「

o
ぴ

簿
節

で

あ
ろ

う
。

厳
密

に

言

え
ば、

私
が

サ

ブ

テ

キ

ス

ト

と

述

べ

た

も
の

と

現
存
の

「
公

羊
伝
』

の

間
に

相

違
が

あ
る

か

な

い

か
が

問
題

に

な
る
の

だ
が、

私
は、

両

者
に

相
違

が

あ
る

と
い

う
証

拠

を
．

つ

も
つ

か

ん

で

い

な

い
．．

だ

か

ら、

私

は
、

現

存

『
公

羊

伝
』

が

「

春
秋』

の

サ

ブ

テ

キ
ス

ト
だ

、

少

な

く
と

も

内

容
E
は

そ
う

だ

（
仮
に

差

異
が
あ
っ

て

も
別

次
元
の

も

の

で、

本
書
の

行
論
上

は

無
視
し

て

さ
し
つ

か
え
な

い）

と

考
え

て

い

る

の

で

あ
る

。

（
『

春
秋
と

左

伝
』

五

七
頁）

一

般
に、
〈
な

い
V

こ

と

の

証

明
は

く

あ

る
V

こ

と

の

証

明

よ

り

も

困

難

で

あ

る。

す

く
な

く
と

も
上

記

の

よ

う

な

方

法
は

勺

き
げ

暫
匡
o

巳
曽

げ

島
界
四

と

し

て

充

分
で

は

な
い

。

な

お
、

現
存
の

「
公

羊
伝』

が

「

サ

ブ
テ

キ

ス

ト
」

で

は

あ
り

得

な
い

こ

と

に

つ

い

て

は

へ
注
7｝

を

参
照。

　

ま
た

『

左

伝』

に

は

劉
氏
を

称
揚
し

て

い

る

箇
所
が

あ
り、

平
勢
氏
は

こ

こ

に

漢
干

朝
を

寿
ぐ

構
造
を
見
出

す
の

だ
が、

一 1］．一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shuchiin University

NII-Electronic Library Service

Shuohiin 　 University

い

わ

ゆ
る
〈
『
左
伝』

の

微．
言

構

造
〉

に
つ

い

て

漢
室
の

出
自

に
つ

い

て、
『

左

伝
』

文
公
十

三

年
の

「

其
処

者
為

劉
氏
」

を

漢

代
に

竄

入
し

た

と

す
る

だ

け
で

よ

い
。

（
「

戦
国

称
王
と

君
主

号
」 、

定
生

博
ヒ
追

悼
論

文
集
『
東
ア

ジ

ア

史
の

展
開
と

日
本
』

】
、

○

OQ

年、

一
〜
一

二

二

頁）

一
西 の

二 嶋 み

　

　
と

し

て、

楊
伯
峻
本
を

戦
国

中
期
の

テ

キ

ス

ト
と
基．
本
的
に

同
一
と

す
る。

　

　

た

と

え
ば

『
左
伝
』

襄
公
九

年
の

ト
筮

記
事
（
穆
姜
の

発

言）

は

『
易
』

文
言

　

　
伝
（
あ
る

い

は

そ
の

藍

本）

を

踏
ま

え
て

お

り、

こ

れ
を

戦
国
中
期
の

作
文
と

す

　

　
る

な

ら

ば
、

文

言
伝
の

成
立
に

か

か

わ

る

通
説
を

改
め

る

必、
要
が

あ
ろ

う
。

（
9）
　
こ

の

二

例
は、
『

左

伝』

に

お

け

る

「

魯
公」

の

用

例
の

全
て

で

あ

る。

氏
は

　

　
昭
公
十
一

年
の

「

魯
公

室、

其

卑

乎．、
」

を
も

「

魯
公」

の

用
例
に

含
め

る

が、

　

　
こ

れ

を

認
め
て

も
三

例

し
か

な

い

「

魯
公
」

に
つ

い

て

「

昭
公
←
一

年
を

最

後
に

　

　一

旦

使

用
さ

れ

な

く

な

り
」

「

韓

宣

子
が

死

去

し
た

後
…

…
ふ

た

た

び

「

魯

公
」

　

　
が

用
い

ら

れ
る．
＝

と

す
る

の

は、

誤
解
を
さ

そ
う
表

現
で

あ
ろ

う。

（
10）
　
し
か

も
こ

の

「

形
」

は
、

平
勢

説
に
一

貫
す
る

主

張
、

す
な

わ

ち
「
韓
の

宣
恵

　

　
圭

が

前．
二 ．
一
六

年
に

即
位
す
る

こ

と

を．
『
左
伝
』

が

予
言
し

て

い

る」

と

の

主
張

　

　
を

支
え
る

重
要

な

「

幹
」

で

あ
る

よ

う
に、

す
く
な

く
と
も

筆
者
に

は

見
え
る。

　

　
た

だ

し
こ

の

問

題
に
つ

い

て

は

注
（
14）

を

も

参
照

。

（
11）
　
こ

の

よ

う
な
「
断
字

取

義
」

は

平

勢
説
に

常

見
す
る。

た
と

え
ば

『
穀
梁

伝
』

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
へ

　

　
冐
頭

の

「「
春
秋』

貴
義

而

不
貴

恵
。

…

…

已

廃
天

倫
而

忘
君

父、

以

行

小

恵、

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ヘ　　　へ

　

　
日

小

道
也。
」

を

平
勢

氏
は

「

『

春

秋
』

は

義
を

尊
ぶ．．

私

恵
を

尊
ぶ

の

で

は

な

　

　
い

。」
（
『

予

言

書
」

八

二

頁）

と

解

釈

し

て

い

る

が、

別
の

箇

所
で

は

こ

れ

を

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
ヘ
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　　　　へ

　

　
「

韓

で

始
め

て

王

を

称
し
た

の

は

宣
恵
王、

す

な

わ
ち

「

宣
工
」

に

し

て

「
恵
王
」

　

　
で

あ
っ

た。

こ

れ

を

誹

謗

す

る

意
図

が

あ

る
。

」

（
「

研

究』
一

七一
．

頁）

と

解

　

　
し．
「
こ

の

こ

と

か

ら、
『

穀

梁
伝』

は

早
く
と
も

韓
の

称
正

に

遅

れ

る

こ

と

を

知

　

　
る

。

」

（
同）

と
す
る

。

（
12）
　
ま

た

『
予
言

書
』

一

四
六

頁
は
、

災
異

記
事
に

対
す
る

『

竹
書
紀

年』

編

者
の

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ヘ　
　ヘ　　ヘ　　ヘ
　　ヘ　　ヘ
　　へ

態
度
に
つ

い

て

「

目
的
と

す

る

事
件
に

つ

い

て
、

適
宜

話
を

作
り
出

し
て

仕
組
め

ば
よ

い
」

と

述
べ

る
。

平

勢

氏
は
、

戦
国
中

期
に
い

っ

た

ん

整
理
・

公
開
さ

れ

た

『

竹
書
紀

年
』

が、

以

降
も

魏
に

よ
っ

て

続
け

ら

れ

た

と

す
る

の

だ

が、

継
続
的

に

蓄
積
さ

れ

る

年
代
記
と

は

そ
の

よ

う
な
も
の

で

あ

り

得
る

だ

ろ

う
か

。

そ
も
そ

も

『

竹
書
紀

年』

に

は
、

河
陽
の

召
君
を

諱
み

、

越
モ

を

子
と

貶

記
す
る

と

い

っ

た

「

筆

法
」

が

認
め

ら

れ、

魏
の

称
王
以

前
に

刪

定
さ

れ

た

部
分
と

称
王
以

降
に

継
作
さ

れ

た

部
分
と

の

並

存
は

想

定
で

き
る

。

し

か

し、

災

異
記

事
に

よ
っ

て

梁

恵
成
王
の

正

統
性
を
示

す

と

い

う
構
造
を
『
竹
書

紀
年』

中
に

見

出
す
こ

と

は
、

筆
者
に

は

困
難
で

あ
る。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

へ

　

た
と

え

ば

平
勢
氏
は

『
竹
書

紀
年
』

晋
文
侯
九

年
「
桃
杏

実。
」

を

平
モ

即
位
を

祝
賀
す

る

め

で

た
い

予
兆
〔
『
予
言

書
』

　一

四
二

頁）

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
へ

と

判
じ

（
た
だ

し

『
研
究』
｝

八
一

頁
は

同
じ

記
事
を

晋

文
侯
七

年
に

配

し
「
文

侯
の

世
を
め

で

る

吉
兆
」

と

す
る）
、

ま

た

晋

幽
公
七

年
「

大

早．、

地
生

長
塩。
」

や
同
九

年
「
丹
水
出。

相
反

撃。
」

を

判
じ
て

晋
の

幽

公
の

時
の

凶

兆
と

い

う
こ

と

だ

か
ら、
『

竹

書
紀

年』

は

「

幽
」

の

字

が

嫌
い

ら
し

い
。

周
を

滅
亡
に

導
い

た

の

は

「
幽
王」

で

あ
っ

た
。

ま
た、

敵

対

す
る

斉

国
の

最

初

の

土

で

あ
る

威
宣
王

の

諸

侯
時

期
の

号
は

「

幽
公
」

で

あ

っ

た
。

（
『
予
言
書』
　

四

三
−

一

四

四

頁）

と

述
べ

る。

と

こ

ろ

で

「

桃
杏
実

。

」

を

氏
は

晋
文

侯
期
に

あ

て

る

が、

こ

れ

は

　
へ

周
幽
王

の

時

期
で

も
あ

る
。

当

該
記
事
の

引
拠
で

あ
る

「

太

平
御

覧
』

は

こ

れ

を

百 冨、エ 　 ピ

篷 ：
｝
　 日・
　 、

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

ヘ
　
　

へ

昭

公
六

年
十
二

月
桃
杏
花。

幽
王

卜
年
九

月
桃
杏

実
。

（
巻
九

一 12一
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　ヘ
　
　へ

　

　
と

引
く
の

だ

が、

氏
は

こ

の

「

め

で

た

い
」

記
事
を

幽
王
か

ら

切

り
離
し、

ま
だ

　

　
ヘ　　ヘ　　ヘ
　　ヘ　　ヘ
　
　ヘ　　へ

　

　
即

位
し
て

い

な

い

平
王

を

頌

ぐ
も
の

と

す
る

の

で

あ
る

。

「

幽
」

の

字
を

嫌
っ

て

　

　
い

る

の

は

「

竹
書

紀
年
』

で

あ
ろ

う
か、

そ
れ
と
も

平
勢

氏
自

身
で

あ
ろ

う
か、

　

　
　

　

　
　

　

　

　ミ

　

　
　
ま

た

氏
は、

晋
幽

公
の

七

年
と

九

年
に

凶
兆
が

あ

ら
わ
れ

た

こ

と

を
重

視
す
る

　

　
が、
『
年
表』

に

よ

る

と

こ

の

時
期
は

、

魏
の

初

代
た

る

文

侯
（
文

子）

の

「

称

　

　
侯
」

直
後
で

も
あ
る。

こ

の

よ

う
な

時
期
に

凶
兆
が

相
次

ぐ
の

は、

魏
を

宣
揚
す

　

　
る

予
言
書
『
竹
書

紀
年
』

に

と
っ

て

由
々

し

き
事

態
で

あ
ろ

う。

梁
恵
成
王

自
身

　

　
の

元
年
に

「

昼

晦。
」

な

る

凶

兆

を

「
竹
書
紀

年
」

が

記
録
し

て

い

る

（『
開
元
占

　

　
経』

引）

こ

と

も

指
摘
し

て

お

く。

（
／3）
　
『

左

伝
』

が

積
極
的
に

史
実
を

握
造
し

て

い

る

の

で

あ
れ

ば、
『
左
伝
』

に
つ

い

　

　
て

研
究

さ
れ

る

べ

き

は
、

た
だ

そ
の

「

微

言

構
造
」

の

み

と

な

る。
「

歴

史

記
録

　

　
の

微
妙
な

表
現
の

う
ち

に

大

義
が

隠
さ

れ
て

い

る
」

と

す
る

の

が

「

春
秋

学
」

の

　

　
立

場
で

あ
る

な
ら

ば
、

「

大

義
を

隠
す
た

め

に

歴

史
記

録
そ
の

も
の

が

捏
造
さ

れ

　

　
て

い

る
」

と

す
る

立

場
は

い

っ

た

い

何
と

称
す
べ

き
で

あ
ろ

う
か，

（
14）
　
た

と

え
ば

「

魯
公」

に

関

す

る

誤
り
が

水

野
氏
ら

か

ら

指
摘
さ

れ

た

こ

と

に

関

　

　
し
て、

平

勢
氏
は

表
面
に

ち
ょ

っ

と

で

も
傷

が

あ
っ

た

ら

本
体
も
だ

め
、

と

い

う
こ

と

で

す
か

。

そ

う一、＝
口

え
る

人
は、

完
全

無
欠
な

ん

で

す

ね
、

き
っ

と。
（
「

春
秋

と

左

伝』

三

二

五

頁）

「

幹
」

に

直
接
関

係
す
る

「

枝
葉
」

が

間

違
っ

て

た

ら

え

ら

い

こ

と、

で

も、

あ
っ

て

も

な
く
て

も

い

い

「

枝

葉」

は
、

と

り
あ

え
ず

「

幹
」

を

論
じ

る

た

め

に

は
、

無
視
し

て

い

い

ん

じ

ゃ

な
い

か
と

も
思

う
よ

。

（
同一一．
四

七

頁）

な
ど

と

述
べ

る．、

し

か

し

平

勢
説
は、

無

数
の

「

枝
葉
」

に

よ

っ

て

全

体
が

構
成

さ
れ、

ま
た

「

表
面
」

に

あ

ら

わ

れ

た

微．
言
の

み

に

よ
っ

て

「

本

体」

を

論
じ

よ

い

わ

ゆ

る
〈
『
左

伝
』

の

微一
三

口

構
造
〉

に
つ

い

て

　

　
う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

「

枝

葉
」

「

表

面
」

に

関
す

る

誤
り

を

「

無

視

し

て

い

　

　
い
」

の

で

あ
れ

ば、

平
勢
説
を

（

旨

定
的
に

も
合

定
的
に

も）

評
価
す
る

こ

と

は

　

　
不

可
能
と
な

る。

　

　

　
ま

た

こ

の

よ

う

な

立

場
で

あ
れ

ば
、

証
拠
が

互
い

に

矛

盾
す
る

こ

と

さ
え

「

無

　

　
視
し

て

い

い
」

で

あ
ろ

う
。

た

と
え
ば

『
予
言

書
』

六

〇

頁
は
、

『

左
伝
』

閔

公

　

　
二

年
と

悼

公
四

年
の

「

予
言

記
事
」

に
つ

い

て、

前

者
は

「
隠

公
か
ら

数
え
て

第

　

　
四

代
の

魯

君
主

で

あ
る

閔
公
の

最
後
の

部

分
に

記
さ
れ
て

お

り」
、

後

者
は

「

同

　

　
じ

く
第
十
二

代
の

魯
君
主
で

あ
る

哀

公
の

最

後
の

部
分
に

記

さ
れ

て

い

る
。」

と

　

　
指

摘
し、

「

四

の

倍

数
は

十
二

で

あ
る。
」

「

こ

の

数

字
の

関
係
は

偶

然
の

も
の

と

　

　
は

思

え

な
い
。

」

と

す
る。

し

か

し
こ

の

数
え
方
は、
『
左
伝』

が

桓
公
を

初

代
と

　

　
し

悼
公
を

第

十
二

代
と

数
え

る

と

す
る

氏

自
身
の

解

釈
（
『

研

究
』

十
六

頁）

と

　

　
相
容
れ

な
い
。

こ

の

よ

う
な

梢

末
の

支
離
は

多
数
に

の

ぼ

る

が
、

矛
盾

す
る

微
言

　

　
構

造
の

う
ち

い

ず
れ

か

を

「

枝

葉」

の

「

傷」

と

し

て

「

無

視
し

て

い

い
」

の

で

　

　
あ
れ

ば、

平
勢
説

に

密

巨
識
葭

げ

筐
曙

を
認

め

る

こ

と

は

で

き

な
い

。

（
15）
　

た
と

え
ば

下
記
の

ご

と

し。

（
平
勢

氏
は
）

魏

表
が

襄
哀
王

を

襄
王
・

哀

モ
に

分

割
す
る

こ

と

か

ら

類
推

し

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
マ
　マ

て、

宣
王
・
滑

王

を、
『
史
記』

が

宣
潛
王

の

複
謚

を

誤
認

し
て

二

王

に

分

割

し

た

も
の

と

す
る。

田

世
家
・

斉
表
と

も、

宣
王
辟

彊
・
滑

王

地
と

そ
れ
ぞ

れ

の

諱
を
明

記
す
る

こ

と
を
い

か

に

理

解
す

る

の

で

あ
ろ

う
か

。

（
吉
本

論

文
五

九

頁）

（
『
年
表』）

二
一

〇
・
二

五

七
・

四
一

七
頁

は、

周
本

紀
の

武

公

帰

朝
を

前

八

一

五

年、

魯
世
家
の

そ

れ

を

前
八
一

七

年
に

繋
け
る

。

別
の

事
件
と
み

な
し

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
か。
（
同
六
一

頁）

（
燕
に

つ

い

てV
『

年
表
』

二

九一．一
頁

は
、

辟
公

三

年
（

前．
二

八

四
〜

前
三

八

13
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い

わ
ゆ

る
A

『
左

伝』

の

微．
言

構
造
〉

に
つ

い

て

二）
・
剔

成
五
一

年
（
前
三

八

二

〜

前一．

≡、
一）

と

す

る
．
、

五

五

頁
で

は

宋

世
家

索

隠
に

よ
っ

て

辟
公
を

桓
侯
と

す

る

が、
｝

六
二

ー
一

六
三

頁
で

は、

魏

世
家

索

隠
に

よ
っ

て

剔
成
を

桓
侯
と

す

る
。

不
可
解
で

あ
る

．

（
同
六

二

頁）

ま
た
＋
冂

本

氏
は、

平
勢

氏
の

方
法
を

下

記
の

よ

う
に

批
判
す
る

。

（．
平
勢
氏
は
）
『
史
記
』

編
纂
に

お

け

る

原
資
料
の

意
図
的
な

改
竄
を

想

定
す

る

わ

け
だ

が、

お

よ

そ

編
纂
者
の

原
資
料

に

対
す
る

意
図
的
な

「

不

誠
実
さ」

を

想
定
す

る

議
論
は、

編
纂
者
に

改
竄
の

責
を

負
わ

せ

る

こ

と
で

、

論
者
自

身
の

願
望
す

る

資

料
改
変
を

止
当

化
す
る

も

の

に

他
な

ら

ず
、

方
法
E
の

禁

忌
に

属

す
る

も

の

と

考
え

る．
〔
同
五

七

頁）

　

　
同

論
文
は

他

に

も

『

年

表』

の

問

題
点
を

多
く
指
摘
し

て

お
り、

ま
た

「

暫
定
的

　

　
仮

説
に

過

ぎ
ぬ
」

と

し
つ

つ

平
勢

説
へ

の

「
対
案
」

た

り

得
る

独
自
の

編
年

案
も

　

　
示
す

。

同

論

文
の

公

刊
よ

り
三

年

後
に

平
勢

氏
が

「

い

ま
の

と
こ

ろ
、

論
証

の

誤

　

　
り
を

反

証

し
て

く
だ

さ
っ

た

方
は

い

な

い．、
」

〔
『
帝

国
』

二

＝
一

貝〉
、

「

私
の

作

　

　
業
で

は

矛

盾
は

す
べ

て

な

く
な
っ

た、、
」
（
同

八
一

頁）

な
ど
と

主
張
し

て

い

る

の

　

　
は

理

解
し

が
た

い
。

（
16）
　
『

古

本
竹

書
紀

年
輯

証
』

は

「

幽
公
」

を

「

桓
公」

の

誤
と

す
る。

　

　

な
お

『
春

秋
と

左

伝
』

六一．

頁
は、
「
斉
侯
」

に

か

か
わ
る

叔
尸

鍾
〔
叔
夷
鋪）

　

　
に

注
日
し、

叔
尸
の

母
系
を
正

統
化
す

る

微
言

を

『

公

羊
伝
』

に

見
出
し

て、

叔

　

　
尸
も

田

侯

因

斉
す
な
わ

ち
田

斉
幽
公
（
威
宣
王）

だ

と

す

る
。

し

か

し
金

文
に

見

　

　
え

る

「

斉

侯
」

と

は

姜
斉
の

侯
で

あ
っ

て、

田

斉
の

侯
は

金
文
で

は

「

墜

侯
」

と

　

表
記
さ

れ

る
。

そ
も
そ

も
叔
尸

鍾
は
、

叔
尸

が

そ

の

卞

君
で

あ
る

斉
侯
か

ら

受

け

　

　
た

命
を

記

録
す
る

器
で

あ
っ

て、

叔
尸

が

「
辟

于
斉
侯

之
所
」

し

た

と
い

う

銘
文

　

　
を
「

斉
の

侯
と

し
て

即
位
し

た
」

と

解
し、

し

か

も

こ

れ

を
田

斉
の

侯
と

す
る

が

　

　
ご

と
き

平

勢
氏
の

金

文
資

料
取
扱
に

は、

き
わ

め

て

初

歩
的
な

疑
問
を
抱
か

ざ
る

　

　
を
得
な

い．、

（
17）

平
勢

氏
は

、

あ
り

と

あ
ら

ゆ

る

謚
号

風
称

号
を

「

文
」

・
「

武
」

・
「

成
」

な

ど

に

　

　
訓
み

替
え、

こ

れ

ら

に

よ

り
暗

示
さ

れ

て

い

る

と

い

う
「
継
承
の

形
」

を

論
じ
る

　

　〔
「

漢

代
以

来
の

注

釈
」

で

あ
る

杜
注
も、
「

襄
」

を

「

成
」

と

訓

ず
る

た

め

に

は

　

　
援

用

さ

れ

る）
。

し

か

し

「

逸

周

書』

謚

法

解
は

「

隠」

と

「

文
」 、
「
襄
」

と

　

　「
成
」

な
ど

を
峻

別
し

て

お

り、

氏
の

い

う
「

継

承
の

形
」

と

「
逸

周
書
』

と

は

　

　
両
立
し

な

い
。

氏

は

「
逸

周
書
』

を

汲

冢
書
（
戦
国

魏
墓
か

ら

晋
代
に

出

土

し
た

　

資

料）

と

み

な
し

自
ら

の

編

年
の

根

拠
と

し

て

活

用

す
る

の

だ

が、

氏
は

『

春

　

　
秋
』

お

よ

び一．．
伝
や

秦
・

燕
の

正

統
観
と

『

逸

周
書
』

謚

法
解
と

を

対
立
す

る

も

　

　
の

と
み

な

し
て
い

る

の

だ
ろ

う
か。

　

　

唐

修
『

晋
書』

束
皙
伝
は

汲
冢

書
に

『
周
書
』

が

含
ま
れ

て

い

た

と

す
る

が
、

　

　
そ
の

篇

数
は

『

逸

周
書
』

よ

り
少
な

い
。

ま
た

『

漢

書
』

芸
文
志

は

「

周

書
七
十

　

　一

篇

　
周
史
記

」

と

し、

顔
注
は

「

劉

向
云、

周

時

詰

誓
号

令
也。

蓋

孔
子

所
論

　

　
百
篇
之

余
也

。

今
之

存
者
四
÷

五

篇
矣

。

」

と

す
る

。

『

逸

周
書
』

が

漢
魏

伝
世
の

　

文
献
で

あ

る

こ

と
は

夙
に

指
摘
さ

れ

て

お

り
、

．
平
勢

氏
の

史
料
批

判
に

は

問

題
が

　

残
る

。

た

と

え
ば

氏
は

「
逸

周
書』

が

外

族
と
し

て

「

庸
」

・
「

蜀
」

・
「

羌
」

な

ど

　

を

列

挙
す
る

と

主

張
す
る

が

（『
帝

国』
一

六
六

頁
．

た
だ

し

筆
者

が

確
認
し

た

　

　
限
り
で

は

『

逸
周

書
』

に

そ

の

よ

う

な

記
事
は

存
在
し

な
い

。

あ
る

い

は

同
書
一

　

　
Q
二

頁
に

引

く
『

史

記
』

文

か

ら

孫

引
き

し
た

上

で

典
拠

を

誤
っ

た

も
の

か）
、

　

　一

方
で

「
逸

周

書
』

王

会

解
が

「

稷

慎
」

・
「

穢

人
」

・
「

東
越
」

・
「

匈

奴
」

・
「

莎

　

車
」

・
「

月
氏
」

な
ど

を

列

挙
す
る

こ

と

に

は

言

及
し
な

い
。

こ

の

よ

う
な

外
族
観

　

を

有
す
る

『

逸
周
書』

を
戦

国
以
前

の

資

料
と

考
え
る

の

は

困
難
で

あ
ろ

う。

ま

　

　
た

『

逸

周
書
』

謚

法
解
は

『
礼
記
』

謚
法

篇
（
後
漢
以

降
に

佚）

と

密
接
な

関
係

　

を

有
し、

か

つ

そ
の

中
の

「
錫

民
爵

位
日

文。
」

は

い

わ

ゆ

る

民
爵

制
を

前

提
と

　

す
る

よ

う
に

見
え

る
。

さ

ら

に

「

説
文

解
字』

は

「

逸

周
書

凵
、

」

と

し

て

現

行

　

本
『

逸

周
書
』

に
一

致
す
る

文
言
を

多
数

引
用
し

て

お

り、

こ

の

文
献
は

汲

冢
書

　

　
の

発
見

以

前
か

ら

「
逸
周

書
」

と

称
さ

れ

て

い

た

か
の

ご

と

く
で

あ

る
。

「

逸

周

一
ユ4 一
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書
」

と
は

「

逸

論
語
」

と
一

軌
の

称
で

は

な
か

ろ

う
か。

　
　

　
つ

い

で

な
が

ら、
『
逸

周

書』

柔

武

解
に

「

維

王

元

祀
．

月

既
生

覇
」

と

あ

　
　

り
、

こ

れ

は

年

始
即

位
す
な
わ

ち
踰

年
称
元

で

あ
る。

こ

の

「

王
」

が

周
武
土

で

　
　

あ
る
こ

と

は

発

言
中
の

「

文

考
」

な
ど

に

よ

り
明
ら

か

だ

が、

平
勢

氏
は

な
ぜ

か

　
　
「

王
」

を
周
成

モ

と

し

て

こ

れ

を

周
公

摂
政

の

後
を

承
け
た

例

外
的
な

踰

年
称

元

　
　
だ

と

解
す

。

戦

国
諸
王

が

周
成
下

を
理

想
化
し、

踰

年
称

元
法
に

よ
っ

て

自
ら

の

　
　
正

統
性
を

示
し

た、

と

す
る．
半
勢
説
は、

そ

も

そ
も
『
逸

周
書
』

に

対

す

る

誤

読

　
　
と、

こ

れ

を

汲

冢
書
と

す
る
旧

説
へ

の

無
批

判
の

上

に

成
り
立
っ

て

い

る

の

で

あ

　
　
る

。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ヘ
　
　ヘ
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　ヘ
　
　へ

（
18＞
　

氏
は、

闔
廬
あ

る

い

は

夫
差
の

元

年
正
月
を

「

ユ

リ

ウ

ス

潜
前
五
一

五

年
四

月

　
　
六

日

戊

申
朔
の

月
」

と

す
る

。

立

年

称
元
法
の

ド

で

は

元

年
が

正
月

を

持
つ

可

能

　
　

性
は

低
く

な

る

の

だ

が
〔
た

と

え
ば

大
正

元

年
に

も

昭
和

元

年
に

も

正

月
は

無

　
　
い∀
、

氏
は

「

元

年
正

月
」

を
い

わ

ゆ

る

正

月
（
一

月）

で

は

な

く
「

即
位
し

て

　
　

始
め

て
の

月
」

と

読
み

替
え
る

た

め

〔
『

年
表
』

二

六

頁）
、

年
代
配
当
の

可
能
性

　
　
は

む

し

ろ

拡
が

る

（
適

当
な
目

を

有
す

る

月
に

「

正

月」

を

配
当
で

き
る

た

め
、

　
　

蔡
侯
申
盤

や

師
酉

毀
・

伊
毀
な
ど

の

処

理
が

容
易
に

な

る）
。

（
19）
　
こ

の

問
題
に
つ

い

て

は、
｝
、

OO

三

年
に

発

見
さ

れ

た

速
盤

（
「
文
f
・
武
王
」

　
　

　

　

　へ

　
　
よ

り

「

剌
王」
・

「

天

子
」

（
宣

工）

に

至

る

十
二

代
の

土

統
を

記

す）

を

踏
ま

え

　
　
て

再

検
討
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い．、

ま
た

遮
盤
と

同
出

の

四

十一
、

年
速

鼎
お

よ

び

四

　
　

十
三

年
速
鼎
は

年
・

月
・

日
・

月
相
を

具
備
し

て

お

り、

宣
王

期
の

暦
法
・

編

年

　
　
に

関
す
る

重
要

な

新
出

資
料
で

あ
る

が、

平

勢
氏
の

編

年
は

こ

れ

に

合
わ

な

い

よ

　
　

う
で

あ
る

。

〔
20）
　
た

と

え
ば

平
勢
氏
は、
『
史
記

短
長

説』
（
明
代
に

出
土

し

た

漢

簡
と

さ

れ

る）

　
　
が

「

史
記
』

の

そ

れ

と

は

異
な

る

年

代
を

記

録
す
る
こ

と

を

積
極
的
に

評
価
し、

　
　
こ

れ

を

自
ら
の

編

年
に

用
い

る
。

し

か

し

相
原
健
右

氏

「

『

短
長』

考
」

（
『

二

松
』

　
　
一

七、

二

QO

三

年）

に

よ
っ

て

『

史
記
短

長
説』

が

近

世
以

降
の

偽

作
で

あ
る

　
　
こ

と
が

論
証

さ

れ

て

お

り、

平
勢
氏
の

編

年
の

う
ち

該
書
に

依
る

部
分

は

見
直
さ

い

わ

ゆ

る

〈
『
左
伝
」

の

微
言

構
造
〉

に

つ

い

て

　

　
れ

ね

ば

な
ら

な
い
。

こ

れ
に

連
動
し
て、

戦

国
末
か

ら

漢

初
に

か

け
て

の

編

年
は

　

　
す
べ

て

再

構
成
さ

れ

ね
ば

な

ら

ぬ

で

あ
ろ

う．

（
21）
　

た

と

え
ば

周
や

魯
で

は

戦
国
末
ま
で

立

年

称
元

法
が
用
い

ら

れ

続
け

た

と

平
勢

　

　
氏
は

主

張
す
る

。

当
然、

戦
国

魯
に

保
存
さ

れ
て

い

た

で

あ

ろ

う
年

代

記
（
『

不

　

　
修
春

秋
』）

は
、

春
秋

期
に
つ

い

て

も
立

年

称
元

法
で

記
述

さ

れ
て

い

た

こ

と
と

　

　
な

る。

田

斉
が

踰

年
称
元

法
に

よ

る

『
春
秋』

を

作
成
し

諸
国
に

配

布
し

つ

つ

あ

　

　
る

時、

現

実
に

存

在
し

た

周
や

魯
で

は
立

年
称
元

が

行
わ

れ

て

い

た

と
い

う
こ

と

　

　
で

あ

れ

ば、

こ

れ

は

『

春
秋』

の

信

憑

性
に

か

か
わ

る

問

題
と

な
ろ

う
。

「

魯
の

　

　
春
秋、

わ

れ

能
く
こ

れ

を
書

う。

魯
は

徴
す
る

に

足
ら

ず
」

と

い

っ

た

と

こ

ろ

で

　

　
あ

ろ

う

か
。

（
22）
　

文

献
実

証
的
な

手
法
に

よ
っ

て

自
ら
が

導
い

た

『

左

伝
』

戦

国
楚
成

書

説
を

破

　

　
棄
し

て

「

微．
胃

口

構
造」

を
根

拠
と

す
る

韓

成
書

説
へ

と

転
じ
た

こ

と

や、

九

十
年

　

　
代
前

半
ま

で

に

自
ら

蓄
積
し

た

研
究
の

根

本
資

料
で

あ
る

『

左
伝』

の

資

料
性
を

　

否
定
し

た

こ

と

な
ど。

近
年
の

平
勢
氏
の

動

向
は
、

木
村

鷹
太

郎

や

國

瞿
ユ

o

言
ゴ

　

田
蒔
℃

雪
該

畠

ら

の

晩
年

の

そ

れ

に

類
似
す
る

よ

う
に

見

受
け
ら

れ

る
。

（
23）
　
一

般
に、

あ

る

理
論

に

よ

っ

て

あ
ら

ゆ

る

問

題
を

「

説
明」

し

得
る

場

合
に

　

　
は、

二

つ

の

可
能
性
が

考
え
得
る。

た

と
え
ば

『
孟

子
』

の

「

天
」

や

『
窮

達
以

　

　
時
』

の

「

時」

は、

不
合
理
な

史
実
を
す
べ

て

追

認
し

得
る

万

能
の

概

念
（
解
決

　

法｝

で

あ
る

が、

し

か

し
「

こ

れ

に

よ
っ

て

史
実
を

「

説
明
」

し

得
る」

と

い

う

　

　
こ

と

は、
「

こ

の

よ

う

な
「
犬」

や

「

時」

の

実

在
が

「

証

明
」

さ

れ

た」

と

い

　

う
こ

と

を

直
ち

に

は

意
味
し
な
い．、

　

　

　
さ

ら

に

言
え
ば、

恣
意
的
な

文
献
操
作
や

数
秘

術
的

操
作
に

よ
っ

て

あ

ら

ゆ

る

　

も
の

の

中
に

「

暗

号
」

を

見

出

す
こ

と

は、

さ

ほ

ど

難

し

く
な
い．、

た

と

え

ば

　

　
『

聖

書
』

や

『
万

葉
集
』 、

ま
た
ピ

ラ

ミ

ッ

ド

の

寸

法
な

ど

の

中

に

「

暗

号
」

を

見

　

　
出
す

営
為
は

古
く
か

ら

続
け
ら

れ

て

お

り、

し
か

も

常
に
一

定
の

成
果

を

産
み

出

　

　
し

続
け

て

い

る

の

で

あ
る

。

一 15一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


